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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月14日(2012.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ライノウイルスにより引き起こされる疾患の治療および／または予防用の医薬であって
、過酸化水素産生酵素を含むことを特徴とする医薬。
【請求項２】
　過酸化水素産生酵素が、グルコースオキシダーゼ、キシリトールオキシダーゼ、マンニ
トールオキシダーゼ、乳酸オキシダーゼ、ガラクトースオキシダーゼおよびグリセロール
オキシダーゼからなる群から選択されることを特徴とする、請求項１記載の医薬。
【請求項３】
　過酸化水素産生酵素が、アミログルコシダーゼと併用するグルコースオキシダーゼであ
ることを特徴とする、請求項１記載の医薬。
【請求項４】
　疾患が普通感冒であることを特徴とする、請求項１～３いずれか１項記載の医薬。
【請求項５】
　過酸化水素産生酵素がリンゲル液に処方されることを特徴とする、請求項１～４いずれ
か１項記載の医薬。
【請求項６】
　水溶性であることを特徴とする、前記請求項いずれか１項記載の医薬。
【請求項７】
　鼻腔用スプレーとして処方することを特徴とする、前記請求項いずれか１項記載の医薬
。
【請求項８】
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　点鼻薬として処方することを特徴とする、請求項１～６いずれか１項記載の医薬。
【請求項９】
　さらに酵素基質を含むことを特徴とする、前記請求項いずれか１項記載の医薬。
【請求項１０】
　請求項１～９いずれか１項記載の医薬の製造における、過酸化水素産生酵素の使用。
【請求項１１】
　過酸化水素産生酵素が、グルコースオキシダーゼ、キシリトールオキシダーゼ、マンニ
トールオキシダーゼ、乳酸オキシダーゼ、ガラクトースオキシダーゼおよびグリセロール
オキシダーゼからなる群から選択される請求項１０記載の使用。
【請求項１２】
　過酸化水素産生酵素が、アミログルコシダーゼと併用されるグルコースオキシダーゼで
ある、請求項１０記載の使用。
【請求項１３】
　請求項１～９いずれか１項記載の医薬において用いるための過酸化水素産生酵素。
【請求項１４】
　グルコースオキシダーゼ、キシリトールオキシダーゼ、マンニトールオキシダーゼ、乳
酸オキシダーゼ、ガラクトースオキシダーゼおよびグリセロールオキシダーゼからなる群
から選択される、請求項１３記載の過酸化水素産生酵素。
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